
８、
は
会
議
市
倉
佐
　

月
24

９
ら
か
日

月
24

で
ま
日

の
32

平、
り
た
わ
に
間
日

成
27

を
会
例
定
月
８
年

。
た
し
ま
し
催
開

平
「ら
か
長
市、
は
で
会
例
定
今
　

成
26

」
て
い
つ
に
定
認
の
算
決
出
歳
入
歳
計
会
般
一
市
倉
佐
度
年

平
「や

成
27

議
ど
な」
算
予
正
補
計
会
般
一
市
倉
佐
度
年

案
23

れ
ず
い、
果
結
の
議
審、
れ
さ
出
提
が
件

。
た
し
ま
し
意
同
は
た
ま
定
認、
決
可
り
お
と
の
案
原
も

求
を
と
こ
る
す
に
案
廃、
し
議
審
底
徹
で
院
議
参
を』
案
法
連
関
障
保
全
安
『「、
は
て
い
つ
に
願
請
　

議
の
会
議
市
倉
佐
「、
は
て
い
つ
に
案
議
出
提
員
議、
が
件
２
ど
な」
願
請
る
め
求
を
出
提
書
見
意
る
め

ぞ
れ
そ
が
件
８
ど
な」
て
い
つ
に
定
制
の
例
条
る
す
正
改
を
部
一
の
例
条
る
め
定
を
件
事
き
べ
す
決

。
た
し
ま
し
議
審、
れ
さ
出
提
れ

問
質
人
個、
人
５
に
問
質
表
代
の
派
会
各、
は
に
問
質
般
一、
た
ま
　

に
11

い
つ
に
政
市、
し
壇
登
が
人

。
た
し
ま
い
行
を
問
質
の
囲
範
広
て

8月定例会8月定例会8月定例会

会
員
委
別
特
査
審
算
決

　
　
　
　
　
　
　

置
設
を

成
平

26

査
審
を
算
決
度
年

26

◎

○

◎

○

決算審査特別委員会

▲

審査模様
（全員協議会室）

▲決算審査特別委員会
　現地視察
　（印旛沼サンセットヒルズ）

▲11月末のオープンに向けて、工事が進む「志津市民プラザ」

歳入決算額 歳出決算額 差引

①  一 　 般 　 会 　 計

特 

別 

会 

計

481億2,304万4,177円

193億9,740万6,028円

457万6,353円

2,466万9,605円

106億5,668万3,439円

490万9,410円

16億3,328万5,490円

454億6,611万9,752円

190億1,250万9,410円

457万6,353円

2,466万9,605円

101億9,513万5,858円

98万8,136円

16億3,241万5,850円

26億5,692万4,425円

3億8,489万6,618円

0円

0円

4億6,154万7,581円

392万1,274円

86万9,640円

② 国 民 健 康 保 険

③ 公共用地取得事業

④ 農業集落排水事業

⑤ 介 　護　保　険

⑥ 災 害 共 済 事 業

⑦ 後期高齢者医療

会　計　名

事業収益決算額 事業費用決算額 純利益

⑧ 水 　 道 　 事 　 業

⑨ 下  水  道  事  業

37億5,476万2,622円

31億2,178万9,161円

33億3,346万5,178円

29億8,494万1,754円

4億2,129万7,444円

1億3,684万7,407円

会　計　名

平成26年度会計別決算の状況 ※会計名の丸数字は議案番号

27

26
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８月定例会

て
い
つ
に
し
通
見
政
財
の
後
今　

成
平

26

標
指
政
財
の
算
決
度
年

、
は
で
較
比
の
と
体
団
似
類
の
他、
は

、
が
い
な
は
で
況
状
い
悪
ど
ほ
れ
そ

あ
で
題
課
の
後
今
は
化
直
硬
の
政
財

。
る
26

、
え
ま
踏
を
況
状
政
財
の
度
年

。
う
伺
を
し
通
見
政
財
の
後
今　

26

質
実
、
は
況
状
政
財
の
度
年

な
と
こ
る
あ
で
字
黒
が
支
収
度
年
単

で
保
確
は
性
全
健
の
政
財
、
ら
か
ど

人
、
は
後
今
。
る
え
考
と
る
い
て
き

更
の
設
施
ラ
フ
ン
イ
や
策
対
少
減
口

業
事
き
べ
す
施
実
に
急
緊
、
ど
な
新

方
地
や
金
助
補
庫
国
、
り
あ
数
多
が

り
取
の
金
基
整
調
政
財
、
用
活
の
債

の
ス
ン
ラ
バ
、
れ
入
に
野
視
を
し
崩

。
う
行
を
営
運
政
財
た
れ
と

て
い
つ
に
致
誘
の
学
大
堂
天
順　

佐
と
さ
る
ふ
・
ち
ま
る
れ
ば
選

と
ひ
ぜ
、
め
た
く
い
て
し
生
創
を
倉

大
堂
天
順
て
し
導
主
が
側
市
倉
佐
も

し
な
を
業
事
大
一
う
い
と
致
誘
の
学

順
に
当
本
。
い
た
き
だ
た
い
て
げ
遂

い
た
し
致
誘
に
市
倉
佐
を
学
大
堂
天

。
う
伺
か
る
あ
が
え
考
う
い
と　

堂
天
順
る
あ
の
り
か
ゆ
と
市
本

、
は
向
意
の
出
進
の
へ
市
当
の
学
大

か
学
大
堂
天
順
。
る
す
迎
歓
に
い
大

整
設
施
に
も
と
と
向
意
の
出
進
は
ら

お
て
れ
ら
め
求
も
等
援
支
政
財
の
備

踏
を
き
続
手
な
要
必
つ
か
式
正
、
り

い
を
解
理
ご
の
民
市
び
及
会
議
、
み

。
く
い
て
め
進
を
務
事
ら
が
な
き
だ
た

の
園
公
然
自
部
西
倉
佐）
称
仮
（

て
い
つ
に
用
活　

園
公
然
自
部
西
倉
佐
）
称
仮
（

、
解
理
ご
の
者
権
地
、
は
に
備
整
園

、
後
今
。
る
あ
で
欠
可
不
が
力
協
ご

え
考
と
き
べ
す
得
取
が
市
を
地
有
民

。
う
伺
を
え
考
、
が
る　

園
公
る
よ
に
地
借
は
で
点
時
現

要
必
、
が
る
い
て
し
と
本
基
を
備
整

い
て
し
画
計
を
備
整
設
施
、
じ
応
に

意
の
者
権
地
、
は
て
し
関
に
域
区
る

や
り
取
い
買
の
地
用
、
し
認
確
を
向

。
る
す
討
検
も
て
い
つ
に
換
交
の
地
土

営
運
政
財
の
長
市　

生
に
算
予
に
う
よ
の
ど
を
算
決

。
う
伺
か
く
い
て
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を
営
運
政
財
し
か　

代
世
来
将
や
率
比
費
債
公
質
実

踏
を
果
結
析
分
の
ど
な
率
比
担
負
の

。
る
す
映
反
に
成
編
算
予
の
次
て
え
ま

策
対
ん
が
の
市
倉
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防
予
ん
が
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煙
禁
る
あ
に
条
か

子
る
れ
さ
慮
憂
で
害
の
煙
喫
動
受
と

。
う
伺
を
発
啓
の
へ
婦
産
妊
と
も
ど　

の
へ
児
胎
す
ら
た
も
が
こ
ば
た

て
い
つ
に
害
弊
る
よ
に
煙
喫
や
響
影

煙
禁
、
り
図
を
及
普
の
識
知
い
し
正

。
う
行
を
援
支
、
発
啓
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ん
が
、
は
で
館
書
図
立
市
崎
長

年
を
会
演
講
の
て
い
つ
に
ん
が
で
館

談
相
療
医
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後
演
講
、
し
催
開
回
５

ん
が
の
市
倉
佐
。
る
い
て
し
施
実
を

。
う
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を
援
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の
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者
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安
不
の
方
の
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人
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情
う
よ
る
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で
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で
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幾
を

。
る
い
て
し
を
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報

法
方
売
販
の
券
品
商
ム
ア
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レ
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入
購
が
方
の
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障
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高
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方
売
販
る
よ
に
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先
い
ら
づ
し

売
販
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に
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と
題
課
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新
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抽
、
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期
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発
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に
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造
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先
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し
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る
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題
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が
等
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の
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館
書
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倉
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、
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で
け
だ
さ
広
や
数
書
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を
何
の
題
課
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で
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館
書
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。
う
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を
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す
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し
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献
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。
る
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よ
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全
市
倉
佐
、
て
い
つ
に
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て
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に
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を
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い
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つ
に
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用
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園
公
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運
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岩
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、
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０
１
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延
は
手
選
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会
大
際
国
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れ
訪
も
手
選
の
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う
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を
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交
な
発
活
れ
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を
倉
佐
ら
か
中
界
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向
度
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知
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に
い
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が
流
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に
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際
国
・
興
振
域
地
・
上

。
る
め
進
を
致
誘
に
的
極
積
り
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民
市
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は
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技
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画
計
し
討
検
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が
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し
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に
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整
園
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設
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定
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を
画
計
、
後
今
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て
い
つ

。
る
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討
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で
中
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い
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で
変
不
涯
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情
人
個
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し
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、
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務
勤
が
国
。
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れ
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念
懸
が
害

権
の
人
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。
る
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で
意
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は
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申
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求
を
応
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い
な
れ
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害
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が
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。
る
す
応
対
き
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に
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通
国

に
先
優
最
備
整
境
環
成
育
の
も
ど
子　

も
ど
子
の
後
課
放
は
育
保
童
学

で
業
事
る
す
障
保
を
成
育
の
身
心
の 　

員
職
規
正
め
た
の
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抑
費
件
人
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員
職
規
正
非
、
果
結
た
し
ら
減
を

い
て
め
勤
で
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フ
、
し
か
し

時
り
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の
と
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年
１
、
も
て
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越
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も
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新
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。
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。
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職
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３
５
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５
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。
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人
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い
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年

　

勤
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臨
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通
省
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総
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の
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。
う
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勤
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た
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。
る
す
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検
て
い
つ
に
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。
く
い
て
し
討
検
を
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活
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権
の
人
個
は
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有
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消
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よ
に
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の
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理
管
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が
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と
る
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が
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事
た
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せ
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よ
い
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後
今
、
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れ
す
と
る
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。
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し
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指
に
う

任
責
理
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も
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し
行
移
に
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管
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指

と
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な
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も
最
。
る
あ
に
市
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。
か
の
な
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は
と
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た
け
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が
市
、
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理
管
定
指

　

望
希
を
動
移
の
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室
教
内
校
学

。
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討
検、
て
い
つ
に
童
学
る
い
て
し　

関
機
係
関
を
画
計
備
整
な
た
新

。
る
い
て
し
議
協
と

策
施
る
す
減
軽
を
担
負
の
会
治
自　

の
会
治
自
で
騰
高
の
金
料
気
電

。
る
い
て
え
増
が
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負
る
か
か
に
灯
街

。
か
る
い
て
し
討
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を
管
移
の
へ
市　

を
化
Ｄ
Ｅ
Ｌ
の
灯
街
の
理
管
市

灯
街
の
理
管
会
治
自
、
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中
る
め
進

。
る
す
討
検、
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に
頭
念
を
管
移
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て
え
替
に
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Ｅ
Ｌ
を
灯
街
の
市

。
う
伺
て
い
つ
に
果
効
る
れ
ら
得　

は
費
持
維
と
代
気
電
の
間
年
１

の
素
炭
化
酸
二
、
円
万
０
０
３
４
約

５
約
る
た
当
に
２
の
分
３
は
量
出
排

。
る
い
て
し
定
想
を
減
削
の
ン
ト
０
４　

の
理
管
市
は
灯
街
理
管
会
治
自

効
、
本
０
０
６
５
万
１
で
倍
４
・
４

。
る
め
求
を
現
実
な
急
早
く
き
大
も
果　

交
金
助
補
灯
街
の
期
下
度
年
本

ン
ア
ど
な
向
意
の
管
移
に
時
請
申
付

る
す
関
に
政
市

　

り
た
わ
に
般
全
政
市
、
く
な
係
関
に
案
議
が
員
議
、
は
と
問
質
般
一

。
す
ま
い
い
を
と
こ
る
す
問
質

　

月
８
、
は
で
会
例
定
月
８

わ
に
間
日
４
の
で
ま
日
３
月
９
ら
か
日

ま
れ
さ
開
展
が
論
議
な
発
活
し
対
に
政
市
、
い
行
を
問
質
般
一
、
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た

。
す
ま
し
載
掲
を
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一
の
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で
の
た
し　

図
各
内
市
・
室
料
資
政
市
階
２
館
号
１
所
役
市
、
は
て
い
つ
に
細
詳

（
録
議
会
て
に
館
書

倉
佐
、
は
た
ま
、
覧
閲
の
）
定
予
行
発
旬
下
月

配
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下
月

。
い
さ
だ
く
覧
ご
で
）
定
予
信

 一
 般
質
 問

問
質
表
代

会
ら
く
さ

櫻
い
ら
く
さ

井
道 ち

み

明 き
あ

み
ぞ
の

橋 し
は

岡
協
美 み

党
明
公

岡 か
お

村 ら
む

芳 し
よ

樹 き

党
産
共
本
日

萩 ぎ
は

原 ら
わ

陽 う
よ

子 こ

伊 い

藤 う
と

壽 し
と

子 こ

一  般 質 問  通 告 要 旨

◎上記の通告内容は、質問者から議長に文書で通告のあった内容に従い、大項目
　のみ掲載しています。

代表質問 【　】内は関連質問をおこなった同じ会派の議員名。

櫻井道明（さくら会）※
❶市長の政治姿勢
❷魅力あるまち「ふるさと佐倉づくり」
❸（仮称）佐倉西部自然公園の利活用　❹農業の活性化
❺地域の協力によるまちづくりのための施策
❻安全・安心な市民生活を確保するための当面の課題
橋岡協美（のぞみ）【斎藤明美】※
❶市の財政運営について
❷健康増進についての市長の政治姿勢について
❸産業振興について
❹市民の文化的生活についての市長の政治姿勢について
岡村芳樹（公明党）
❶2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けた佐倉市の取り組みについて  
❷佐倉市住生活基本計画を推進する取り組みについて
❸公共施設の整備と指定管理者について
伊藤壽子（市民ネットワーク）
❶共通番号（マイナンバー）制度について
❷官製ワーキングプア問題について　❸犬猫殺処分ゼロをめざして
萩原陽子（日本共産党）
❶子どもの育成環境整備を最優先に ❷地方創生と農業施策
❸自治会の負担を軽減する施策

個人質問
久野妙子（公明党）
❶選ばれるまちづくりについて
❷選挙について
高木大輔
❶シティプロモーションについて　❷大学連携について
❸学校施設について
徳永由美子（のぞみ）
❶オリンピックに向けて　　　　　　❷スポーツの推進
❸子どもの体力低下と食生活について
❹子どもの貧困問題について　　　  ❺芸術鑑賞会の実施
❻志津公民館の中高生のボランティア活動について
❼ＮＰＯなど市民活動への支援について
藤崎良次
❶市長の政治姿勢
❷選挙について
森野正（公明党）
❶財政問題について　　　　　　　 ❷都市問題について
❸健康福祉について
小須田稔（公明党）
❶選ばれるまちづくりの取り組みについて
❷産業振興ビジョンについて　　　  ❸健康・福祉について
木崎俊行（日本共産党）
❶「戦争法案」に対する市長の見解をお伺いします
❷子どもたちを貧困から守ろう、就学援助制度の充実拡充を求めます
敷根文裕（さくら会）
❶選ばれるまちづくりについて　　　 ❷地域の活性化について
❸インフラ関係の整備について　　  ❹教育環境について
冨塚忠雄
❶平和で戦争のない70年間の歴史を市長はどのように見ているのか
❷高齢者所有の建物等の扱いについて
❸自治会管理の街灯のＬＥＤ化について
❹交通不便地区の対策について
大野博美（市民ネットワーク）
❶市長がめざすまちづくりとは何か
❷水道ビジョンについて
五十嵐智美（市民ネットワーク）
❶子どもが健やかに育つ環境整備について
❷高齢者福祉について
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党
明
公

　
久
野
妙
子）

実
充
の
境
環
育
教
（ち
ま
る
れ
ば
選　

活
に
ら
さ
を
力
の
間
民
や
域
地

よ
の
市
他
、
し
出
を
色
自
独
て
し
用

民
や
村
語
英
う
使
を
み
の
語
英
に
う

色
特
、
ど
な
法
方
業
授
の
塾
習
学
間

。
か
が
か
い
は
て
し
入
導
を
育
教
る
あ　

倉
佐
、
や
実
充
の
動
活
語
国
外

あ
色
特
の
は
で
ら
な
倉
佐
、
ど
な
学

。
る
い
て
し
進
推
も
育
教
る　

に
め
た
の
業
授
い
す
や
り
か
わ

れ
さ
置
配
台
１
校
学
各
が
板
黒
子
電

あ
で
変
大
が
動
移
て
く
重
が
る
い
て

。
か
う
ど
は
設
増
の
台
１
に
階
各。
る　

。
い
な
は
定
予
の
設
増
で
点
時
現

　

よ
、
は
備
整
ン
コ
ア
エ
の
室
教

で
上
る
す
供
提
を
境
環
習
学
い
よ
り

備
整
の
で
期
時
い
早
。
る
あ
で
要
重

。
か
が
か
い
が
る
え
考
と
要
必
が　

て
め
進
を
策
対
化
朽
老
の
設
施

。
く
い
て
め
進
に
的
画
計、
で
中
く
い

て
い
つ
に
み
組
り
取
の
上
向
率
票
投　

ら
か
挙
選
院
議
参
の
夏
年
来

18し
通
見
る
き
で
票
投
が
人
の
上
以
歳

挙
選
や
成
作
の
Ｍ
Ｃ
挙
選
。
る
あ
で

る
す
進
推
て
し
力
協
と
校
高
の
内
市

。
か
い
な
き
で
は
と
こ　

の
所
票
投
を
生
学
大
や
生
校
高

て
し
と
者
事
従
務
事
挙
選
や
人
会
立

。
く
い
て
し
討
検
を
と
こ
る
す
用
起

高
木
大
輔

シ　

業
営
の
業
企
間
民
は
で
市
進
先

マ
ど
な
析
分
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
や
方
え
考
の

。
う
問
を
方
え
考
の
市、
が
る
い
て
れ　

、
に
的
目
を
保
確
の
口
人
住
定

考
参
を
市
江
鯖
、
市
治
今
、
市
山
流

な
的
果
効
、
で
中
る
す
に

。
く
い
て　

地
部
東
の
京
東
い
多
が
者
入
転

近
て
し
対
に
区
地
崎
川
、
浜
横
、
区

定
、
し
に
確
明
を
化
別
差
の
と
市
隣

情
な
的
略
戦
た
け
向
に
保
確
口
人
住

。
る
す
望
要
も
信
発
報

て
い
つ
に
備
整
の
室
食
給　

内
市

34

学
の
校
学
中
・
小
の
校

後
今
、
て
い
つ
に
備
整
の
室
食
給
校

み
ぞ
の

　
徳
永
由
美
子

て
い
つ
に
進
推
の
ツ　

達
も
ど
子
て
し
通
を
育
体
会
社
の
ど　

て
い
つ
に
題
問
困
貧
の
も
ど
子　

窓
談
相
援
支
立
自
で
体
全
政
行

。
は
で
要
必
が
化
強
携
連
ぐ
な
つ
に
口　

要
必
、
中
る
す
化
雑
複
が
会
社

て
し
携
連
が
属
所
の
数
複
て
じ
応
に

。
る
い
て
め
努
に
応
対
い
か
細
め
き

て
い
つ
に
興
振
化
文
の
も
ど
子　

す
関
に
興
振
の
術
芸
化
文
の
国

に
校
学
中
小
、
い
伴
に
針
方
本
基
る

お
に
設
施
合
複
、
賞
鑑
術
芸
る
け
お

。
う
伺
て
い
つ
に
業
事
賞
鑑
劇
演
る
け　

い
て
め
進
を
賞
鑑
術
芸
く
広
幅

に
か
豊
を
心
の
達
も
ど
子
は
と
こ
く

な
し
握
把
を
向
動
の
国
。
の
も
る
す

。
く
い
て
し
携
連
と
体
団
連
関
ら
が

動
活
民
市
ど
な
Ｏ
Ｐ
Ｎ
の
域
地

て
い
つ
に
援
支
の
へ　

月
カ
３
を
約
予
設
施
の
館
民
公

高
を
性
便
利
の
民
市
、
し
と
ら
か
前

。
が
い
た
き
だ
た
い
て
め　

更
変
の
期
時
約
予
は
で
点
時
現

見
意
の
体
団
用
利
、
が
い
な
は
定
予

。
い
た
き
い
て
し
握
把
を
況
状
動
活
と

藤
崎
良
次

て
い
つ
に
出
進
学
大
堂
天
順　

が
人
る
あ
の
抗
抵
て
い
つ
に
出
支
の

。
は
み
組
り
取
の
後
今
。
い
多　

報
情
地
土
の
他
、
ら
が
な
り
図
を
通

冨
塚
忠
雄化

Ｄ
Ｅ
Ｌ
の
灯
街
理
管
会
治
自

て
い
つ
に　

化
Ｄ
Ｅ
Ｌ
の
灯
街
理
管
市
倉
佐

決
が
性
向
方
る
す
了
完
で
年
カ
２
を

。
か
の
る
す
う　

進
を
化
Ｄ
Ｅ
Ｌ
の
灯
街
理
管
市

　
大
野
博
美

か
正
適
は
用
使
の
車
長
市　

間
年
で
車
用
公
は
長
市

19

も
回

ど
、
が
る
い
て
い
向
出
へ
京
東
間
夜

。
か
の
な
務
用
政
行
な
う
よ
の　

会
面
の
と
家
術
芸
、
や
席
出
の
へ
等

。
る
い
て
い
築
を
係
関
頼
信
好
友
で
等　

年
昨

12
月
25

幸
内
京
東
、
夜
日

に
半
時
１
夜
深
が
宅
帰
、
き
行
に
町　

に
共
と
長
育
教
、
れ
か
招
に
演
公
の

。
た
し
談
懇
と
手
歌
後
の
そ、
し
席
出　

の
請
要
席
出
は
ら
か
手
歌
の
そ

。
か
の
る
い
て
出
が
書
文　　

以
務
公
を
車
用
公
が
長
市
原
市

み
の
件
１
、
け
受
を
求
請
査
監
民
住

請
要
席
出
、
が
た
れ
さ
と
用
利
的
私

に
件
用
の
夜
う
伴
を
食
会
も
長
市
蕨

の
請
要
席
出
、
合
場
う
使
を
車
用
公

。
か
い
な
は
で
き
べ
う
ら
も
を
書
文　

来
が
文
請
要
で
等
談
相
や
渉
交

る
な
は
後
今
、
が
る
あ
も
と
こ
い
な

。
い
た
き
い
て
し
に
う
よ
う
ら
も
く
べ　

。
き
べ
う
ら
も
も
で
枚
１
Ｘ
Ａ
Ｆ

 

五

嵐
十

智
美て

い
つ
に
題
課
と
状
現
の
育
保
童
学　

減
が
間
時
せ
わ
合
ち
打
ら
か
員
導
指

ぎ
継
き
引
や
携
連
の
員
職
、
れ
さ
ら

れ
こ
。
見
意
の
と
い
な
き
で
が
ど
な

。
か
い
な
は
で
減
削
費
経
の
者
業
事
は　

間
時
た
れ
ら
限
等
せ
わ
合
ち
打

　

ゼ
が
係
関
頼
信
と
る
め
や
然
突
が
員

関
頼
信
の
も
ど
子
と
員
導
指
。
る
い

。
か
る
え
考
う
ど、
本
基
の
営
運
は
係　

利
て
し
心
安
が
者
護
保
や
童
児

よ
る
め
努
に
り
く
づ
境
環
る
き
で
用

。
る
い
て
し
導
指
を
者
業
事
う　

。
要
重
は
充
拡
備
整
の
育
保
童
学

来
従
を
所
育
保
童
学
る
え
増
し
か
し

に
的
し
崩
し
な
に
者
業
理
管
定
指
の

委
の
開
公
。
い
な
は
で
き
べ
る
せ
任

。
は
解
見
が
る
め
求
を
討
検
の
で
会
員　

産
資
は
て
し
と
部
も
ど
こ
康
健

。
る
す
討
検
し
議
協
と
室
営
経
理
管

て
い
つ
に
進
推
の
療
医
宅
在　

か
わ
が
報
情
療
医
宅
在
の
内
市

。
か
が
か
い。
要
必
が
知
周
く
ら
づ
り　

。
る
す
実
充
で
議
協
の
と
者
係
関

　

活
を
業
事
点
拠
携
連
療
医
宅
在

。
き
べ
る
く
つ
を
制
体
援
支
、
し
用　

。
討
検
て
し
と
つ
と
ひ
の
論
法
方

　

党
産
共
本
日

　
木
崎
俊
行政

る
す
対
に）
案
法
保
安
（案
法
争
戦

。
ロ
ボ
ロ
ボ
よ
い
よ
い
は
弁
答
の
府

。
る
え
訴
て
め
込
を
心
け
続
に
会
議
前

」
た
来
が
時
る
せ
わ
あ
を
力
「　

、
ん
さ
夫
幸
川
実
臣
大
副
務
法
元

争
戦
「
の
ら
ん
さ
崇
本
根
長
市
田
野

根
「
の
条
９
「
言
発
の
対
反
」
案
法

な
は
て
え
変
は
認
否
の
権
戦
交
」
幹

。
う
伺
を
解
見
長
市
の
へ
」
い
な
ら　

を
否
当
て
し
と
長
の
体
治
自
一

。
い
な
は
に
場
立
な
う
よ
る
べ
述　

強
て
め
せ
、
い
し
ほ
て
し
ま
励
を
民

。
か
い
な
き
で
致
一
は
で
対
反
決
採
行　

が
家
門
専
や
者
学
法
憲
の
く
多

。
る
い
て
し
を
張
主
の
と
」
憲
違
「

当
は
の
い
な
く
し
ま
好
が
決
採
行
強

。
る
あ
で
然

会
ら
く
さ

　
敷
根
文
裕

て
い
つ
に
化
朽
老
の
灯
街　

化
朽
老
の
灯
街
の
理
管
会
治
自

灯
犯
防
の
理
管
市
。
る
い
で
ん
進
が

市
戸
松
、
く
な
で
け
だ
化
Ｄ
Ｅ
Ｌ
の

も
灯
街
の
理
管
会
治
自
各
に
考
参
を

。
う
問
か
い
な
き
で
が
化
Ｄ
Ｅ
Ｌ　

Ｄ
Ｅ
Ｌ
の
灯
街
の
理
管
会
治
自

て
い
つ
に
備
整
路
道　

バ
号
６
９
２
る
け
抜
へ
代
千
八
ら
か

。
う
問
て
い
つ
に
期
時
成
完
の
ス
パ
イ　

成
平
、
は
で
県

33

通
開
の
頃
年

。
る
い
て
し
定
予
を

て
い
つ
に
入
導
ン
コ
ア
エ
の
へ
校
学　

ア
エ
の
へ
校
学
中
小
の
県
葉
千

約
が
均
平
は
率
置
設
ン
コ

25

い
と
％

ン
コ
ア
エ
の
市
倉
佐
、
が
だ
と
こ
う

。
う
伺
か
い
ら
く
の
ど
は
率
入
導　

率
入
導
ン
コ
ア
エ
の
室
教
通
普

。
る
あ
で
％
９
・
５
て
せ
わ
合
中
小
は　

助
補
は
井
々
酒
、
田
成
の
隣
近

入
導
ン
コ
ア
エ
、
が
る
あ
は
差
の
金

ら
え
考
は
大
増
の
ト
ス
コ
る
よ
に
入

市
他
と
善
改
の
境
環
育
教
、
が
る
れ

取
に
き
向
前
、
え
考
も
化
別
差
の
と

。
い
た
き
だ
た
い
で
ん
組
り

党
明
公

　
森
野
正

て
い
つ
に
し
通
見
の
政
財　

基
、
は
に
う
行
を
業
事
な
要
必

あ
で
つ
一
の
源
財
も
用
活
の
ど
な
金

、
は
定
策
の
画
計
合
総。
る
え
考
と
る

で
要
重
が
性
合
整
の
と
し
通
見
政
財

政
財
の
後
今
と
り
く
づ
ち
ま
、
り
あ

立
が
画
計
で
え
う
た
え
据
見
を
況
状

。
が
む
望
を
と
こ
く
い
て
れ
ら
て　

効
つ
か
切
適
で
中
の
画
計
施
実

。
く
い
て
め
努
に
分
配
算
予
な
的
率

対
に
会
社
化
齢
高
と
り
く
づ
ち
ま

て
い
つ
に
備
整
の
網
通
交
る
す
応　

、
が
だ
問
質
の
て
い
続
に
会
議
前

ち
ま
の
市
、
は
備
整
の
網
通
交
内
市

民
。
る
あ
で
欠
可
不
要
必
に
り
く
づ

参
政
行
ら
か
備
整
の
せ
任
者
業
事
間

は
題
問
ば
れ
け
な
え
か
り
切
へ
型
加

。
が
る
え
考
と
い
な
し
決
解　

齢
高
と
消
解
の
域
地
便
不
通
交

業
作
定
策
の
画
計
成
形
網
通
交
共
公

地
「
た
れ
さ
正
改
。
る
い
て
め
進
を

に
生
再
び
及
化
性
活
の
通
交
共
公
域

づ
ち
ま
、
て
い
お
に
」
律
法
る
す
関

と
体
主
が
政
行
、
し
携
連
と
り
く

。
た
れ
さ
定
規
が
と
こ
る
き
で
定
策
を

党
明
公

　
小
須
田
稔

て
い
つ
に
興
振
の
光
観　

客
光
観
人
国
外
る
れ
訪
を
本
日

４
は
に
倉
佐
。
る
い
て
し
増
急
が
数

が
だ
う
よ
た
れ
訪
が
客
光
観
人
国
外

。
う
伺
て
い
つ
に
況
状　

、
湾
台
、
国
中
、
は
徴
特
の
年
今

が
様
客
お
の
ら
か
ア
ジ
ア
ど
な
イ
タ

多
で
ど
な
イ
タ
は
で
の
も
る
よ
に
ミ

い
て
め
努
に
致
誘
の
客
光
観
人
国
外

。
い
た
き

て
い
つ
に
化
性
活
の
街
店
商　

と
店
お
い
し
欲
に
街
店
商
元
地

空
。
る
あ
が
店
果
青
、
店
魚
鮮
て
し

し
う
こ
で
業
事
用
活
家
き
空
舗
店
き

。
か
い
な
は
で
き
べ
る
て
立
を
略
戦　

金
助
補
進
促
店
出
等
舗
店
き
空

、
で
業
事
た
め
始
ら
か
月
８
の
こ
は

業
の
ど
な
店
果
青
、
店
魚
鮮
は
在
現

い
て
け
設
は
援
支
の
定
特
る
よ
に
種

す
成
達
を
的
目
業
事
、
後
今
。
い
な

、
て
し
と
法
手
な
的
果
効
に
め
た
る

定
特
る
れ
ら
め
求
に
街
店
商
ば
え
例

と
こ
る
す
援
支
に
的
先
優
を
種
業
の

。
い
た
き
い
て
し
討
検
を
ど
な

10

。
う
問
を
費
修
改
の
間
年

　

約
で
計
推
て
し
と
費
修
改

19
億

。
る
い
で
ん
込
見
を
円　

化
朽
老
の
設
施
食
給
、
化
子
少

て
れ
さ
施
実
、
在
現
、
て
し
と
策
対

ス
コ
、
て
い
つ
に
食
給
式
校
自
る
い

校
３
ば
え
例
、
し
討
検
を
ど
な
面
ト

Ｆ
Ｐ
や
式
方
子
親
う
賄
で
校
１
を
分

を
食
給
い
し
い
お
り
よ
、
育
教
の
育

実
の
究
研
て
い
つ
に
法
方
る
す
供
提

。
る
す
望
要
を
施

。
い
た
み
組
り
取
に
摯
真
め
含
も
供
提　

」
ろ
し
断
決
で
断
独
に
長
市
「

が
解
理
に
民
市
、
は
で
方
い
言
の
と

。
い
し
ほ
て
え
伝
も
と
こ
い
な
れ
ら
得

化
正
適
の
当
手
勤
通
員
職
市　

年
り
よ
準
基
国
は
与
給
員
職
市

勤
通
員
職
。
い
高
も
円
億
２
・
２
額

。
か
る
い
で
ん
進
は
化
正
適
の
当
手　

手
勤
通
。
中
議
協
と
合
組
員
職

り
よ
準
基
国
は
額
給
支
当

74

、
く
高
％

。
算
試
と
い
高
円
万
千
４
間
年
は
額
金　

と
い
無
が
意
合
の
と
合
組
員
職

。
か
の
い
な
き
で
定
決　

。
い
た
め
深
を
論
議
と
合
組
員
職

　

。
か
す
出
を
金
助
補
は
市

　

駅
６
備
整
未
、
に
先
は
者
業
事

。
い
た
き
い
て
し
は
討
検
の
金
助
補

備
整
設
施
の
辺
周
駅
倉
佐
Ｒ
Ｊ　

。
は
応
対
の
後
今

　

と
討
検
の
等
画
計
化
正
適
地
立

。
い
た
き
い
て
し
究
研
せ
わ
あ

。
く
い
て
し
進
推
を
れ
こ
、
後
今

　

。
い
し
れ
う、
た
し
致
一
で
対
反

法
憲
の
員
務
公
「
う
言
の
長
市
本
根

。
か
う
ど
は
て
い
つ
に
」
務
義
守
順　

順
を
法
憲
然
当
は
で
営
運
政
市

。
実
充
に
ら
さ
を
策
施
和
平。
る
す
守　

違
法
憲
は
案
法
争
戦
、
ば
ら
な

。
か
の
い
な
き
で
明
表
ぜ
な
と
だ
反

。
る
え
訴
め
込
を
心
度
一
う
も
に
後
最

争
戦
」
た
来
が
時
る
せ
わ
あ
を
力
「　

ク
、
実
充
の
度
制
助
援
学
就
に
他

。
た
め
求
を
充
拡
の
費
動
活
ブ
ラ

市
の
灯
街
理
管
会
治
自
、
で
中
る
め

準
基
置
設
の
め
た
る
す
を
管
移
の
へ

ア
、
討
検
や
査
調
る
す
と
め
じ
は
を

あ
灯
０
０
６
５
万
１
は
灯
街
理
管
の

進
に
滑
円
が
管
移
の
へ
市
、
で
の
る

管
移
に
か
や
速
、
で
切
大
が
と
こ
む

期
初
は
化
Ｄ
Ｅ
Ｌ
。
い
た
し
了
終
を

持
維
や
料
気
電
、
が
だ
要
必
が
資
投

。
る
れ
図
が
減
削
費
経
で
費
理
管

て
い
つ
に
策
対
の
区
地
便
不
通
交　

。
て
い
つ
に
況
状
み
組
り
取

　

成
平

27

、
度
年

28

カ
２
の
度
年

の
画
計
成
形
網
通
交
共
公
域
地
で
年

全
内
市
面
当
。
る
い
て
め
進
を
定
策

。
い
た
き
聞
を
見
意
で
域　

駅
津
志
、
は
区
地
の
側
北
津
志

。
だ
き
べ
す
行
運
を
ス　

つ
え
ま
踏
も
案
提
の
ら
か
員
議

志
、
で
中
う
伺
も
見
意
の
域
地
、
つ

し
討
検
を
策
対
通
交
の
域
地
部
北
津

。
い
た

。
だ
ト
ウ
ア
ら
た
れ
さ
求
請
査
監
今

。
き
べ
る
け
つ
も
誌
日
務
業
な
細
詳

問
質
人
個

用語解説
※　

、
し
造
創
を
力
魅
の
域
地

広
と
へ
外
内
の
域
地
を
れ
そ

の
域
地
の
そ、
で
と
こ
る
め

。
と
こ
の
動
活
る
せ
さ
上
向
を

　

口
人
住
定、
加
増
客
光
観

ほ
の
致
誘
業
企
、
得
獲
の

り
誇
の
へ
元
地
に
民
住、
か

な
と
こ
る
め
高
を
着
愛
や

で
動
活
た
し
と
的
目
を
ど

再
域
地
に
か
ほ
の
こ、
り
あ

な
働
協
民
住、
興
振
光
観、
生

ま
含
が
念
概
な
ま
ざ
ま
さ
ど

。
る
あ
も
と
こ
る
れ
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８月定例会

平成27年8月定例会　議案賛否一覧
議決結果欄 可 可決　否 否決　認 認定

同 同意　不 不採択
◯ 賛成　× 反対　議 議長

議
案
番
号

議　案　名
議
決
結
果

会
派 さくら会 公明党 のぞみ 市民ネット

ワーク
日本
共産党

会派に
属さない議員

No. 4 8 10 17 18 22 23 24 26 27 28 9 16 21 25 1 2 6 11 13 14 15 3 12 5 7 19 20

議
員

敷
根
文
裕

平
野
裕
子

爲
田

浩

石
渡
康
郎

村
田
穣
史

川
名
部
実

山
口
文
明

櫻
井
道
明

押
尾
豊
幸

清
宮
　
誠

中
村
孝
治

久
野
妙
子

小
須
田
稔

岡
村
芳
樹

森
野
　
正

斎
藤
明
美

徳
永
由
美
子

望
月
圧
子

橋
岡
協
美

大
野
博
美

伊
藤
壽
子

五
十
嵐
智
美

木
崎
俊
行

萩
原
陽
子

山
本
英
司

高
木
大
輔

藤
崎
良
次

冨
塚
忠
雄

市　長　提　出　議　案
平成26年度佐倉市一般会計歳入歳出決算の認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ×

平成26年度佐倉市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ×

平成26年度佐倉市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算
の認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年度佐倉市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
の認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年度佐倉市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ×

平成26年度佐倉市災害共済事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成26年度佐倉市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ×

平成26年度佐倉市水道事業会計決算の認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

平成26年度佐倉市下水道事業会計決算の認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度佐倉市一般会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ×

平成27年度佐倉市介護保険特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐倉市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ×

佐倉市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ×

佐倉市行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ×

職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐倉市立児童センター設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐倉市立学童保育所設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

佐倉市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○

佐倉市立公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

監査委員の選任について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度佐倉市国民健康保険特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

請　願
「安全保障関連法案」を参議院で徹底審議し、廃案にするこ
とを求める意見書提出を求める請願 不 × × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

緊急に介護報酬の再改定を求める意見書提出を求める請願 不 × × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議　員　提　出　議　案　　　※数字は発議案番号
佐倉市議会の議決すべき事件を定める条例の一部を改正する
条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

改正労働者派遣法の実施中止を求める意見書 否 × × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

環太平洋連携協定（ＴＰＰ）交渉撤退を求める意見書 否 × × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

安全保障関連法に反対する意見書 否 × × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

原子力発電所の再稼働を行わないことを求める意見書 否 × × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

自衛隊の海外派兵を前提とした防衛予算拡大を見直すよう求
める意見書 否 × × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

千葉県立中学校の「育鵬社版」教科書採択の白紙撤回、なら
びに採択手続きの見直しを行った上での採決のやり直しを強く
求める意見書

否 × × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

ＩＣＴ利活用による地域活性化とふるさとテレワークの推進を
求める意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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、
定
認
の
算
決
の
計
会
業
企
営
公
・
計
会
別
特
各
・
計
会
般
一
の
度
年

第
案
議

第
・
号

第
・
号

成
平
は
号

、
算
予
正
補
の
計
会
各
の
度
年

第
案
議

第
案
議
、
定
制
の
例
条
は
号

第
・
号

産
財
は
号

第
案
議
、
得
取
の

※
（。
す
で
案
議
る
す
関
に
任
選
の
員
委
査
監
は
号

）。
す
ま
い

第
案
議
【

号　

成
平

】
算
予
正
補
計
会
般
一
市
倉
佐
度
年

　

れ
ぞ
れ
そ
出
歳
入
歳

歳
。
の
も
る
す
額
増
を
円
千
３
万
４
７
４
３
億

金
入
繰
、
額
増
の
ど
な
金
出
支
庫
国
、
税
付
交
方
地
、
は
の
も
な
主
の
入

立
み
積
の
へ
金
基
整
調
政
財
の
金
越
繰
、
は
の
も
な
主
の
出
歳
。
額
減
の

。
額
増
の
ど
な
業
事
化
Ｄ
Ｅ
Ｌ
灯
街
理
管
市
、
業
事
等
託
委
所

第
案
議
【

号　

定
制
の
例
条
る
す
正
改
を
部
一
の
例
条
料
数
手
市
倉
佐

】
て
い
つ
に

　

成
平

識
を
人
個
の
定
特
る
け
お
に
続
手
政
行
た
れ
さ
布
公
に
月
５
年

票
民
住
、
い
伴
に
行
施
の
律
法
る
す
関
に
等
用
利
の
号
番
の
め
た
る
す
別

第
案
議
【

号　

例
条
る
す
正
改
を
部
一
の
例
条
護
保
報
情
人
個
市
倉
佐】

て
い
つ
に
定
制
の

　

等
用
利
の
号
番
の
め
た
る
す
別
識
を
人
個
の
定
特
る
け
お
に
続
手
政
行

個
定
特
む
含
に
容
内
の
そ
を
号
番
人
個
、
い
伴
に
行
施
の
律
法
る
す
関
に

る
図
を
置
措
護
保
い
し
厳
も
り
よ
報
情
人
個
の
般
一
、
て
い
つ
に
報
情
人

。
の
も
う
な
こ
お
を
正
改
の
ど
な

第
案
議
【

号　

る
す
別
識
を
人
個
の
定
特
る
け
お
に
続
手
政
行
市
倉
佐

び
及
用
利
の
号
番
人
個
く
づ
基
に
律
法
る
す
関
に
等
用
利
の
号
番
の
め
た

】
て
い
つ
に
定
制
の
例
条
る
す
関
に
供
提
の
報
情
人
個
定
特

　

事
る
す
用
利
を
号
番
人
個
で
外
以
務
事
定
法
、
い
伴
に
行
施
の
律
法
同

報
情
て
い
お
に
間
関
機
行
執
る
な
異
び
よ
お
内
関
機
行
執
一
同
の
市
、
務

。
の
も
る
め
定
に
例
条
を
等
務
事
う
行
を
携
連

第
案
議
【

号　

】
て
い
つ
に
定
制
の
例
条
る
す
正
改
を
部
一
の
例

第
案
議
【

号　

の
例
条
る
す
関
に
理
管
び
及
置
設
の
館
民
公
立
市
倉
佐

】
て
い
つ
に
定
制
の
例
条
る
す
正
改
を
部
一

　

設
開
の
」
ザ
ラ
プ
民
市
津
志
「
た
し
約
集
を
設
施
共
公
の
辺
周
駅
津
志

年
本
、
い
伴
に

月

年
本
、
た
ま
、
を
館
民
公
津
志
に
日

に
日
１
月

第
案
議
【

号　

例
条
る
す
関
に
理
管
び
及
置
設
所
育
保
童
学
立
市
倉
佐

】
て
い
つ
に
定
制
の
例
条
る
す
正
改
を
部
一
の

　

成
平

、
設
新
を
所
育
保
童
学
の
つ
２
、
に
も
と
と
る
め
改
に
所
育
保
童
学
津
志

。
の
も
る
す
員
増
を
員
定
で
所
育
保
童
学
の
つ
３
、
た
ま

会　派　等　の　意　見

平
、
で
ま
号
９
第
ら
か
号
１
第
案
議成

特
各
、
計
会
般
一
市
倉
佐
度
年

算
決
の
計
会
業
企
営
公
び
及
計
会
別

て
い
つ
に
定
認
の

　

し
と
派
会
、
で
程
過
の
査
審
算
決

が
点
問
疑
部
一
、
が
た
し
は
成
賛
て

　

の
明
説
の
」
果
成
の
策
施
要
主
「

い
て
し
化
型
定
ら
か
度
年
過
、
で
中

、
た
ま、
れ
ら
け
受
見
く
多
が
の
も
る

客
来
本
、
は
て
い
つ
に
較
比
や
価
評

数
、
は
に
め
た
す
下
を
断
判
な
的
観

こ
と
き
べ
る
れ
さ
な
が
記
表
な
的
量

善
改
、
く
多
が
記
表
な
的
性
定
、
ろ

ミ
レ
プ
が
例
一
の
そ
。
い
た
め
求
を

数
、
り
あ
で
業
事
行
発
券
品
商
ム
ア

り
や
「
だ
た
、
ず
さ
示
を
果
効
的
量

い
使
の
金
税
、
後
今
は
で
」
た
し
ま

な
れ
ら
得
は
解
理
の
民
市
て
し
と
道

。
う
ろ
あ
で
い

　

派
会
の
目
日
１
査
審
算
決
、
た
ま

車
用
公
が
長
市
、
は
で
問
質
の
ら
か

。
た
し
明
判
が
と
こ
た
し

　

し
と
務
公
、
は
て
い
つ
に
件
の
こ

に
身
中
な
的
体
具
の
そ
、
も
ら
が
な

、
ず
せ
に
か
ら
明
は
課
書
秘
て
い
つ

ら
わ
関
も
に
る
あ
で
務
公
、
に
ら
さ

何
、
い
会
と
誰
で
こ
ど
「
が
長
市
ず

」
い
な
き
で
え
答
お
は
か
た
い
て
し
を

末
始
す
返
り
繰
を
弁
答
な
実
誠
不
と

　

問
質
の
へ
会
員
委
育
教
の
目
日
２

質
の
様
同
て
し
対
に
長
育
教
う
い
と

紀
由
は
名
手
歌
、
ろ
こ
と
た
し
を
問

４
り
た
当
人
１
は
用
費
、
氏
り
お
さ

内
な
的
体
具
、
ど
な
円
０
０
２
３
万

。
た

　

公
に
う
よ
の
目
日
１
？
か
の
る
あ
が

容
内
緯
経
の
そ
、
も
ら
が
な
し
と
務

説
に
会
議
分
十
、
ず
せ
に
か
ら
明
を

？
か
の
な
ぜ
な
は
由
理
い
な
し
を
明

こ
い
な
が
方
仕
も
て
れ
た
持
を
惑
疑

成
平
号
１
第
案
議

計
会
般
一
度
年

て
い
つ
に
算
決

　

小
が
算
予
業
事
の
々
個
に
的
体
全

語
物
を
性
極
消
の
営
運
政
市
で
し
出

算
予
た
れ
ら
限
。
い
な
れ
切
い
拭
を

中
集
と
択
選
し
査
精
、
そ
こ
ら
か
だ

な
は
で
き
べ
る
け
つ
を
リ
ハ
リ
メ
で

の
市
。
た
け
受
を
象
印
う
い
と
か
い

成
平
号
１
第
案
議

一
市
倉
佐
度
年

下
以
に
定
認
算
決
出
歳
入
歳
計
会
般

成
賛
し
望
要
を

　

協
り
く
づ
ち
ま
①

・
会
治
自
、
は
て
い
つ
に
業
事
会
議

協
り
く
づ
ち
ま
・
会
議
協
祉
福
会
社

業
事
、
し
け
分
み
す
を
業
事
が
会
議

と
こ
な
能
可
が
と
こ
る
せ
さ
実
充
を

る
え
整
を
境
環
が
方
の
域
地
、
ら
か

小
も
会
議
協
祉
福
会
社
区
地
に
め
た

地
る
あ
が
要
必
る
せ
わ
合
に
区
校
学

く
づ
ち
ま
の
存
既
。
す
ま
り
あ
も
域

が
業
事
後
今
も
て
し
対
に
会
議
協
り

を
策
施
る
れ
ら
け
続
し
展
発
に
ら
さ

生
ら
か
談
相
税
納
②
。
と
こ
る
め
進

と
る
げ
な
つ
へ
口
窓
援
支
者
窮
困
活

て
持
を
感
実
の
税
納
が
民
市
に
時
同

だ
こ
に
み
の
演
公
楽
音
、
は
て
い
つ

市
せ
さ
実
充
も
演
公
劇
演
、
ず
ら
わ

術
芸
台
舞
い
広
幅
に
達
も
ど
子
や
民

農
産
倉
佐
④
。
と
こ
る
図
を
興
振
の

、
は
て
い
つ
に
化
ド
ン
ラ
ブ
の
物
産

題
問
者
継
後
く
な
で
け
だ
上
向
得
所

由
理
対
反
な
主
る
す
対
に
号
１
案
議

球
名
岩
雄
茂
嶋
長
、
園
然
自
津
志
①

額
巨
い
な
に
画
計
合
総
ど
な
修
改
場

形
の
政
財
画
計
、
れ
さ
案
提
が
業
事

原
は
号
番
通
共
②
。
い
し
著
が
化
骸

。
度
制
号
番
背
総
民
国
の
変
不
涯
生
則

等
害
被
し
ま
す
り
成
、
い
え
漏
報
情

さ
入
投
が
金
税
の
額
巨
、
れ
さ
念
懸

③
。
業
事
ノ
モ
コ
ハ
Ｔ
Ｉ
る
け
続
れ

保
護
介
④
。
修
研
人
新
の
で
隊
衛
自

が
者
納
滞
で
り
が
上
値
幅
大
の
料
険

出
年
毎
が
例
亡
死
の
ま
ま
い
な
え
使

反
副
の
種
接
ン
チ
ク
ワ
⑤
。
る
い
て

で
間
年
３
は
者
談
相
応

47

亡
死
。
人

れ
さ
催
開
が
会
員
委
査
調
害
被
で
例

は
で
全
安
て
し
決
は
ン
チ
ク
ワ
。
た

害
被
ン
チ
ク
ワ
ん
が
頸
宮
子
。
い
な

必
が
査
調
跡
追
康
健
の
者
種
接
。
る

果
効
の
券
品
商
ム
ア
ミ
レ
プ
⑥
。
要

４
は
認
確
の
名
員
議
と
号
番
席
議
※

　　

。
い
さ
だ
く

対
反
に
正
改
例
条
と
行
執
算
予
る
す

　

報
情
、
で
分
十
不
も
解
理
の
民
国

い
無
の
法
方
な
実
確
ぐ
防
を
い
え
漏

。
き
べ
す
止
中
は
度
制
な
険
危

院
議
参
を
」
案
法
連
関
障
保
全
安
「

を
と
こ
る
す
に
案
廃
し
議
審
底
徹
で

願
請
る
め
求
を
出
提
書
見
意
る
め
求

成
賛
に

　

主
和
平
・
義
主
憲
立
・
義
主
主
民

法
争
戦
の
反
違
法
憲
た
し
定
否
を
義

命
の
民
国
と
和
平
も
か
た
あ
、
を
案

実
誠
不
と
弁
詭
な
う
よ
の
か
る
守
を

得
納
の
民
国
、
し
返
り
繰
を
弁
答
な

。
と
こ
る
す
に
業
事
る
が
な
つ
に
ス
ル

第
案
議

算
予
正
補
計
会
般
一
号

に化
Ｄ
Ｅ
Ｌ
灯
街
理
管
市
、
は
て
い
つ

い
あ
れ
ふ
田
代
千
）
称
仮
（、
業
事

の
民
市
て
い
つ
に
業
事
等
託
委
所
入

。
成
賛
ら
か
と
こ
る
あ
も
望
要

こ
る
す
決
採
に
引
強
ま
ま
い
な
得
も

。
い
な
は
で
の
も
る
れ
さ
許
底
到
は
と

会
ら
く
さ

党
明
公

み
ぞ
の

員
議
い
な
さ
属
に
派
会

党
産
共
本
日

。
る
あ
で
き
べ
す
正
を
襟、
り
あ
で
と

　

園
然
自
津
志
の
ら
か
派
会
、
た
ま

問
疑
と
実
事
な
た
新
、
で
問
質
の
へ

決
長
市
、
も
に
か
ほ
。
た
し
生
発
が

問
顧
、
り
あ
が
用
採
事
人
る
よ
に
裁

弁
答
の
員
職
、
は
で
用
任
の
士
護
弁

　

修
改
の
場
球
名
岩
念
記
雄
茂
嶋
長

説
と
円
億
８
約
初
当
、
て
い
つ
に
費

に
的
終
最
、
が
た
い
て
け
受
を
明

16膨
が
用
費
に
円
千
３
万
３
１
８
６
億

の
へ
会
議
の
間
の
こ
、
り
お
で
ん
ら

。
い
な
得
を
る
ざ
せ
摘
指
も
と

　

民
住
に
も
と
、
は
で
制
表
代
元
二

互
相
、
が
会
議
と
長
首
る
す
表
代
を

、
り
よ
に
衡
均
と
制
抑
・
制
ん
け
の

保
を
係
関
張
緊
て
し
と
関
機
の
等
対

。
る
い
て
れ
ら
め
求
が
と
こ
る
け
続
ち

議
、
く
な
は
で
の
る
す
合
迎
に
長
首

、
て
し
対
に
案
議
の
れ
ぞ
れ
そ
が
会

然
当
は
の
る
す
に
確
明
を
示
表
思
意

。
る
あ
で

　

会
議
て
し
関
に
等
案
議
、
は
長
市

な
ば
れ
け
な
さ
た
果
を
任
責
明
説
に

次
が
問
疑
に
う
よ
の
回
今
。
い
な
ら

た
果
は
任
責
明
説
の
長
市
、
は
で
態

。
う
ろ
だ
き
べ
う
言
と
い
な
い
て
れ
さ

　

あ
で
分
十
不
が
報
情
る
れ
ら
え
与

・
案
立
策
政
い
し
正
が
達
私
、
ば
れ

と
こ
す
た
果
を
能
機
の
決
議
・
視
監

情
い
し
正
は
に
会
議
。
い
な
き
で
は

。
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
れ
さ
出
提
が
報

た
る
得
を
頼
信
の
民
市
が
員
議
達
私

て
し
応
対
く
し
厳
も
後
今
、
も
に
め

こ
う
い
と
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
か
い

民
市
。
た
し
感
痛
て
め
た
ら
あ
を
と

。
い
た
き
だ
た
い
を
解
理
ご
に
様
皆
の

り
く
づ
ち
ま
で
上
た
え
据
見
を
来
将

、
中
い
な
い
て
れ
さ
示
が
像
体
全
の

こ
る
す
価
評
く
し
正
を
業
事
の
々
個

、
が
と
こ
う
い
と
い
ら
づ
き
で
が
と

成
編
算
予
度
年
新
、
は
れ
こ
。
る
い

だ
た
い
て
し
と
り
送
し
申
の
へ
業
作

未
の
等
税
市
し
関
に
入
歳
。
い
た
き

組
り
取
、
り
あ
に
向
傾
少
減
が
額
納

、
税
市
だ
ま
だ
ま、
が
る
す
価
評
を
み

で
体
全
額
納
未
た
せ
わ
合
を
税
保
国40

額
理
処
損
欠
納
不
、
え
超
を
円
億

入
導
を
納
収
ニ
ビ
ン
コ
。
い
き
大
も

て
出
が
果
効
る
げ
上
を
率
納
収
、
し

け
向
に
納
収
な
正
適
の
層
一
、
り
お

に
出
歳
。
る
す
待
期
に
力
努
収
回
た

世
の
塊
団
、
は
業
事
会
老
敬
、
し
関

ラ
ボ
、
で
中
く
い
て
し
化
齢
高
が
代

い
つ
に
方
り
あ
の
業
事
老
敬
め
含
も

て
い
つ
に
題
課
、
し
証
検
に
急
早
て

。
る
え
考
と
る
あ
で
の
も
き
べ
す
討
検

番
５
席
議

第
案
議

号

６
３
約
灯
街
理
管
市
、

、
め
た
の
業
事
化
Ｄ
Ｅ
Ｌ
の
所
カ
０
０

成
平

27

、
年

28

正
補
る
た
わ
に
度
年

き
大
は
額
資
投
期
初
、
り
あ
が
算
予

な
く
長
が
命
寿
、
が
る
な
に
額
金
な

に
ら
さ
、
れ
さ
約
節
も
代
気
電
、
り

つ
も
に
止
抑
罪
犯
、
ば
れ
な
く
る
明

。
す
ま
し
成
賛
で
の
る
が
な

番
７
席
議

成
賛
に
算
予
正
補
・
定
認
算
決

　

行
執
、
で
会
員
委
別
特
査
審
算
決

思
と
分
十
不
明
説
の
へ
会
議
ら
か
部

倉
佐
、
が
る
あ
が
行
執
算
予
る
れ
わ

予
た
れ
さ
行
執
に
め
た
の
展
発
の
市

議
、
後
今
。
た
し
成
賛
し
断
判
と
算

。
る
え
考
と
要
必
が
築
構
の
ン

席
議

番

　

も
円
億
２
・
２
額
年
が
与
給
員
職

務
事
用
採
員
職
、
い
高
り
よ
準
基
国

の
等
計
会
の
同
混
私
公
、
正
適
不
の

で
由
理

算
決
計
会
般
一

。
る
す
対
反
に

　

落
の
車
載
積
付
プ
ン
ポ
力
動
型
小

は
率
札

98

。
る
ぎ
す
高
と
％
６
・

　

い
な
ら
な
に
密
過
、
は
育
保
童
学

。
と
こ
う
払
を
意
注
の
大
最
に
う
よ

席
議

番反
で
由
理
の
次
に
定
認
算
決
度
年

対　

い
し
い
お
②
。
る
れ
さ
惧
危
が
れ
漏

八
め
た
る
す
料
飲
に
久
永
を
水
下
地

④
。
を
止
中
の
件
要
績
成
の
度
制
金

３
７
が
者
機
待
の
設
施
祉
福
者
齢
高

。
む
求
を
善
改
な
急
早、
て
い
も
人
０
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８月定例会

佐倉市議会のホームページも
ご覧ください

佐倉市議会のホームページも
ご覧ください

佐倉市のホームページhttp://www.city.sakura.lg.jpから

委　員　会　報　告 ※議案は市長提出議案
　◎…委員長、○…副委員長

開催日：平成27年9月7日／場所：第四委員会室総 務 常 任 委 員 会
　議案８件、請願１件について審査し、その結果は左表のとおりです。
　なお、審査の過程において、次のような意見が出されました。
　マイナンバー制度に伴い、10月から個人番号カード等の交付事務が始まるが、個人情報の取り扱いには十分注意し、慎
重に対応していただきたい。
　（仮称）千代田ふれあいセンター改修工事費については、屋根及び空調設備の改修、建築資材及び労務単価の上昇等によ
り、当初の概算見込み額よりも大きく増額して要求されている。しかし、雨漏りによる屋根の改修及び空調設備の不具合に
よる改修の必要性については、事前に把握できたものであると思われる。今後は慎重に対応していただきたい。

　〔委員〕　◎櫻井道明、○小須田稔、橋岡協美、伊藤壽子、村田穣史、藤崎良次、押尾豊幸

《審査結果》
議案1
可決

議案
可決

議案
可決

議案
可決

議案
可決

議案
可決

議案
可決

請願
不採択

議案
可決

開催日：平成27年9月8日／場所：第三委員会室文教福祉常任委員会
　議案６件、請願１件について審査し、その結果は左表のとおりです。
　なお、審査の過程において、次のような意見が出されました。
　学童保育所の整備、運営に当たっては、子供たちにきめ細やかな保育を提供できるよう、今後とも環境整備に十分配慮し
ていただきたい。

　〔委員〕　◎川名部実、○平野裕子、木崎俊行、敷根文裕、望月圧子、五十嵐智美、森野正

《審査結果》
議案
可決

議案
可決

議案
可決

議案
可決

議案
可決

議案
可決
請願
不採択

開催日：平成27年9月9日／場所：第二委員会室経済環境常任委員会
　付託された議案はありません。

　〔委員〕　◎中村孝治、○高木大輔、徳永由美子、萩原陽子、石渡康郎、冨塚忠雄、岡村芳樹

議会を傍聴してみませんか

11月定例会の予定

11月24日(火)

11月30日(月)　午後１時から

12月  7日(月)〜10日(木)

12月14日(月)〜17日(木)

12月21日(月）　午後１時から

◆議会運営委員会

◆招集日

◆一般質問

◆常任委員会

◆最終日

☆日程は変更になることもありますので、詳細につきましては
事務局までお問い合わせください。　議会事務局 ☎484-6279

□インターネット中継：本会議（招集日、一般質問、最終日）の模様を開催
時間中にライブ中継するほか、会議のおおむね1週間後から録画中継を
配信。

□CATV議会放映：本会議の模様を開催日の翌日午後5時30分放送。
　【地上デジタル10チャンネル、デジタルCATV301チャンネル】

をクリック

佐倉市議会

●会議録が検索できます！
　平成元年以降の市議会の
　本会議会議録の内容を検索
　することができます。

●インターネット中継を見ることができます！
　本会議の模様を、開催時間中にライブ中継で見ることができるほか、開催日から
　おおむね１週間後以降には録画中継として見ることができます。

開催日：平成27年9月10日／場所：第一委員会室建 設 常 任 委 員 会
　議案１件について審査し、その結果は左表のとおりです。
　なお、審査の過程において、次のような意見が出されました。
　今後に向けて検討がなされている、自治会が管理している街灯のLED化や市への移管においては、各自治会の状況を把
握するとともに、それぞれのご意見を十分に聞いたうえで、市からも積極的なアプローチを心がけ、円滑に進めていただく
よう努められたい。

　〔委員〕　◎清宮誠、○爲田浩、斎藤明美、山本英司、久野妙子、大野博美、山口文明

《審査結果》
議案
可決

議
会
百
景10
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